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●
駿
輝
祭
１
日
目
…

 

台
風
と
F
U
N
K
Y 

M
O
N
K
E
Y 
B
A
B
Y
S

　

本
祭
１
日
目
。

こ
の
日
は
朝
か
ら

大
雨
に
見
舞
わ
れ

た
。
関
東
地
方
に

台
風
が
接
近
し
て

い
た
か
ら
で
あ

る
。
大
き
な
不
安
を
抱
き
な
が
ら
も
、
午
前
10
時
、
駿
輝

祭
が
幕
を
開
け
た
。
こ
の
日
予
定
さ
れ
て
い
た
、
新
１

／
２
（
ハ
ー
フ
）
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
全
て
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
屋
内
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
開
催
と
な
っ
た
。
そ
の
中

で
盛
り
上
が
っ
た
の
は
体
育
館
で
行
わ
れ
た
F
U
N
K
Y 

M
O
N
K
E
Y 

B
A
B
Y
S
に
よ
る
ラ
イ
ブ
で
、
悪
天

候
に
も
関
わ
ら
ず
、
１
千
人
以
上
の
お
客
様
が
詰
め
掛
け

た
。
ラ
イ
ブ
の
様
子
を
実
際
に
見
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ

た
が
、
会
場
か
ら
出
て
き
た
お
客
様
の
興
奮
し
た
顔
を
見

て
、
会
場
が
一
体
と
な
っ
た
素
晴
ら
し
い
ラ
イ
ブ
に
な
っ

た
の
だ
と
思
っ
た
。
一

方
そ
の
頃
、
台
風
は
ピ

ー
ク
を
迎
え
て
い
た
。

駐
車
場
や
中
庭
は
ぬ
か

る
み
、
模
擬
店
テ
ン
ト

は
押
さ
え
て
い
な
い
と

風
で
飛
ば
さ
れ
て
し
ま

い
そ
う
な
状
況
に
大
学

側
は
中
止
と
判
断
。
本

祭
１
日
目
は
予
定
時
間

よ
り
も
早
く
終
了
を
迎
え
た
。

●
ミ
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
と
後
夜
祭
に
沸
い
た
２
日
目

　

本
祭
２
日
目
は
、
昨
日
と
は
打
っ
て
変
わ
っ
て
晴
天
に

恵
ま
れ
、
来
場
者
数
も
約
２
倍
の
３
、２
５
０
人
に
上
っ

た
。
こ
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
は
予
定
通
り
屋
外
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
開
催
さ
れ
た
。ミ
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、

出
場
者
が
こ
の
日
ま
で

に
練
習
し
て
き
た
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す

る
と
、
客
席
か
ら
は
大

き
な
声
援
が
飛
び
、
会

場
は
大
い
に
沸
い
た
。

ど
の
チ
ー
ム
も
レ
ベ
ル

が
高
く
、
甲
乙
つ
け
難

い
中
、
C
I
S
C
O
チ

ー
ム
が
ミ
ス
キ
ャ
ン
パ

ス
に
輝
い
た
。
最
後
に

行
わ
れ
た
後
夜
祭
に
も
、
大
勢
の
観
客
が
詰
め
掛
け
た
。

ま
ず
初
め
に
『
駿
大
味
王
選
手
権
』
の
結
果
発
表
か
ら
行

わ
れ
た
。今
年
の
味
王
に
は
、沖
縄
県
人
会
の「
沖
縄
そ
ば
」

が
選
ば
れ
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
ら
れ
た
。
続
い
て
『
チ
ー

ム
対
抗
賞
品
争
奪
ゲ
ー
ム
』
が
行
わ
れ
た
。
出
場
者
の
格

好
は
独
特
な
も
の
ば
か
り
だ
っ
た
が
、「
お
遊
び
は
こ
こ

ま
で
」
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
、
真
剣
に
ゲ
ー
ム
に
取
り
組

む
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。
そ
し
て
い
よ
い
よ
お
笑
い
芸
人

「
オ
キ
シ
ジ
ェ
ン
」
さ
ん
と
「
な
な
め

　45°
」
さ
ん
の
２
組

に
よ
る
ラ
イ
ブ
。
体
を
使
っ
た
ネ
タ
や
、
観
客
を
引
き
込

む
ト
ー
ク
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
ラ
イ
ブ
の

後
は
毎
年
恒
例
の
１
５
０
連
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
り
、

第
21
回
駿
輝
祭
は
幕

を
閉
じ
た
。

　

台
風
に
見
舞
わ
れ

て
前
代
未
聞
の
事
態

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

今
年
の
駿
輝
祭
だ
っ

た
が
、
こ
ん
な
に
も

思
い
出
に
残
る
駿
輝

祭
は
、
今
後
も
な
か

な
か
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。

平
成
19
年
度 

駿
輝
祭
実
行
委
員
会 

副
委
員
長

 

川
本
竜
也
（
か
わ
も
と 

た
つ
や
）

  

文
化
情
報
学
部
文
化
情
報
学
科
４
年

後夜祭

受付テント

ミス駿河台大学キャンパスコンテスト

第21回駿輝祭パンフレット表紙

●
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
講
演
会

　

10
月
27
日（
土
）

13
時
か
ら
、
第

二
講
義
棟
４
階

７
４
０
５
教
室

で
、
作
家
の
室
井

佑
月
氏
に
よ
る
講

演
会
（
同
窓
会
・

父
母
会
共
催
）
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。
在
学
生
、
同

窓
会
会
員
、
父
母

会
会
員
の
他
、
地

元
市
民
の
方
な

ど
、
約
４
０
０
名

の
方
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
大
変
盛

況
な
講
演
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
「
女
ら
し
さ
男

ら
し
さ
」
と
い
う

テ
ー
マ
の
講
演
の

後
、
質
疑
応
答
に

移
り
ま
し
た
が
、

室
井
氏
の
講
演
に

共
感
さ
れ
た
主
婦
の
方
や
、
就
職
活
動
を
目
前
に
し
た
学

生
な
ど
か
ら
、
多
数
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
室
井

氏
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
り
、

と
て
も
温
か
い
お
人
柄
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

●
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
懇
親
会

　

講
演
会
の
後
、
15
時
か
ら
、
第
二
講
義
棟
15
階
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
ル
ー
ム
で
、
同
窓
会
主
催
の
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

悪
天
候
の
中
、
同
窓
会
会
員
の
他
、
ご
家
族
・
ご
友
人

を
お
誘
い
い
た
だ
き
、
教
職
員
も
含
め
て
約
１
５
０
名
の

方
が
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

お
子
様
か
ら
大
人
の
方
ま
で
参
加
で
き
る
余
興
と
し
て
、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
実
施
報
告

〝
抽
選
会
〞

を
企
画
し
ま

し
た
が
、
皆

様
お
楽
し
み

い
た
だ
け
ま

し
た
で
し
ょ

う
か
⁉
当

選
し
た
方
に

は
、
駿
大
グ

ッ
ズ
や
地
元

飯
能
市
に
ち

な
ん
だ
景
品

を
お
土
産
に

お
持
ち
帰
り

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
皆
様
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
次
回
も
ど
う
ぞ

お
楽
し
み
に
‼ 

（
同
窓
会
事
務
局
）

　平成19年度の同窓会総会にて、平成18年度卒業生からの大学への卒業寄

付として、次の通り、体育館ステージの照明機器を購入することが承認さ

れました。

スポットライト（ＣＳＱ－1000Ｗ）丸台スタンドセット
照明操作卓（ＴＺ－10Ｄ）
遠方操作卓（ＴＺＯＰＲ－10Ｅ）（ＴＺ－10Ｄ用）
他、電源ケーブル・プラグ・コネクタを含む

　これまで、学生企画活動等で演劇や音楽のイベントを行う際、本学体育

館ステージの照明設備は十分整っておらず、学生が他校より借用し実施し

ている状況でした。同窓会から照明機器を寄付することにより、学生の日

頃の活動を発表する機会が更に広がるものと期待しております。

室井佑月氏ホームカミングデー講演会

ホームカミングデー懇親会

第
６
回

大学への卒業寄付

第14 号
発　行

駿河台大学同窓会
事務局

〒357‐8555
埼玉県飯能市阿須698
☎（042）972‐1101
ホームページ

http://www.surugadai.ac.jp/
/dousou/index.html.

第
21
回 
駿
輝
祭
実
施
報
告

　

昨
年
10
月
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
、
台
風
20
号

の
影
響
で
激
し
い
雨
が
降
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

大
勢
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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平
成
19
年
度
卒
業
式
報
告

平
成
平
成
平
成
191919
年
度
卒
業
式
報
告

年
度
卒
業
式
報
告

年
度
卒
業
式
報
告

大
い
な
る
希
望
と
夢
を
抱
い
て

　

平
成
20
年
３
月
25
日（
火
）に
、
第
18
回
卒
業
式
と
、
コ

メ
ン
ス
メ
ン
ト
パ
ー
テ
ィ
ー
（
卒
業
祝
賀
・
謝
恩
パ
ー
テ

ィ
ー
）
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

卒
業
式

　

平
成
19
年
度

は
、
学
部
生
９
９

２
名
、
大
学
院
生

88
名
、
総
数
１
、

０
８
０
名
が
、
晴

れ
て
卒
業
式
を
迎

え
ま
し
た
。

　

式
典
前
の
キ
ャ

ン
パ
ス
に
は
、
ス

ー
ツ
姿
や
袴
姿
の

卒
業
生
が
集
ま

り
、
お
互
い
に
卒

業
を
喜
び
合
う
姿

や
、
会
場
の
体
育
館
周
辺
に
は
、
卒
業
生
を
送
る
た
め
に

後
輩
た
ち
が
集
ま
り
、
記
念
撮
影
を
す
る
光
景
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

　

14
時
か
ら
の
卒
業
式
で
は
、
総
長
挨
拶
、
学
長
式
辞
に

続
き
学
位
記
・
卒
業
証
書
授
与
が
行
わ
れ
、
来
賓
に
財
団

法
人
渋
沢
栄
一
記
念
財
団
「
渋
沢
史
料
館
」
館
長
の
井い

の

上う
え

潤じ
ゅ
ん

氏
を
お
迎
え
し
、祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

経
済
学
部
経
営
情
報
学
科
の
小こ

暮ぐ
れ

貴き

美み

子こ

さ
ん
が
、
卒
業

生
を
代
表
し
て
、
堂
々
と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

卒
業
式
終
了
後
、
各
教
室
に
移
動
し
て
、
卒
業
生
全
員

に
「
学
位
記
・
卒
業
証
書
」
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

コ
メ
ン
ス
メ
ン
ト
パ
ー
テ
ィ
ー

　

17
時
30
分
か
ら
は
、
飯
能
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
て
、
コ

メ
ン
ス
メ
ン
ト
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
４
年
生
に
な
る
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
合
の
学
生
達
が
、
学

部
ご
と
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
企
画
を
行
い
、
パ
ー
テ
ィ
ー

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
抽
選
会
や
宝
探
し
な
ど
、
こ
の
日

の
た
め
に
準
備
し
た
企
画
は
卒
業
生
か
ら
も
好
評
で
、
楽

し
く
和
気
藹
々
と
し
た
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
年
間
の
大
学
生
活
を
締
め
く
く
る
に
相
応
し
く
、
参

加
し
た
卒
業
生
達
に
は
良
い
思
い
出
と
な
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
生
活
に
向
け
て
多

少
の
不
安
は
抱
き
な
が
ら
も
、
彼
ら
の
表
情
か
ら
は
、
期

待
と
希
望
で
満
ち
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

新
た
な
会
員
と
し
て
彼
ら
を
迎
え
る
同
窓
会
と
し
て

も
、
社
会
へ
の
旅
立
ち
を
祝
福
し
、
応
援
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。 

（
同
窓
会
事
務
局
）

第18回卒業式

コメンスメントパーティー（抽選会）

学部生

法学部 法律学科 第18期 308名

経済学部
経済学科

第15期
117名

経営情報学科 143名

文化情報学部
文化情報学科

第11期
178名

知識情報学科 97名

現代文化学部
比較文化学科 第８期 59名
心理学科 第２期 90名

学部生合計 992名
法科大学院生 法務研究科 法曹実務専攻 61名

大学院生
経済学研究科 経済・経営専攻 11名

現代情報文化研究科
文化情報学専攻 ８名
法情報文化専攻 ８名

大学院生合計 88名
総　　　　数 1080名

◆
答
辞

経
営
情
報
学
科

小
暮
貴
美
子

 

（
埼
玉
県
立
本
庄
高
校
出
身
）

◆
総
代

経
済
学
研
究
科  

萩
原　

道
雄

現
代
情
報
文
化
研
究
科

文
化
情
報
学
専
攻  

森
重　

辰
海

現
代
情
報
文
化
研
究
科

法
情
報
文
化
専
攻  

チ
ョ
ウ　

エ
ン
エ
ン

Z
H
A
N
G
 Y
A
N
Y
A
N

法
務
研
究
科 

後
藤　

隆
大

法
律
学
科     

大
舘
友
美
子

（
埼
玉
県
立
所
沢
中
央
高
校
出
身
）

経
済
学
科

武
智　

七
瀬

 

（
都
立
府
中
東
高
校
）

経
営
情
報
学
科

山
口　

太
郎

 

（
都
立
赤
羽
商
業
高
校
出
身
）

文
化
情
報
学
科

ジ
ョ 

エ
イ 

ピ
ン

X
U
 Y
IN
G
 P
IN
G

 

（
留
学
生
・
中
国
）

知
識
情
報
学
科

柳
沢　

友
穂

 

（
私
立
仁
愛
女
子
高
校
出
身
）

比
較
文
化
学
科

郡　

由
佳

 

（
都
立
保
谷
高
校
出
身
）

心
理
学
科

兼
島　

綾
野

 

（
沖
縄
県
立
コ
ザ
高
校
出
身
）

◆
優
秀
賞

法
律
学
科

飯
島　

隆
 

（
都
立
稲
城
高
校
出
身
）

経
済
学
科

布
施　

剛
志

 

（
新
潟
県
立
加
茂
高
校
出
身
）

経
営
情
報
学
科

チ
ョ
ウ　

エ
イ　

ラ
ン

Z
H
A
N
G
 Y
IN
G
 L
A
N

 

（
留
学
生
・
中
国
）

文
化
情
報
学
科

佐
藤　

愛

 

（
宮
城
県
鼎
が
浦
高
校
出
身
）

知
識
情
報
学
科

原
島
い
ず
美

 

（
埼
玉
県
立
秩
父
高
校
出
身
）

比
較
文
化
学
科

前
田　

朕
里

 

（
埼
玉
県
立
飯
能
南
高
校
出
身
）

心
理
学
科

藤
森　

悠
一

 

（
都
立
武
蔵
丘
高
校
出
身
）

◆
菩
提
樹
賞

法
律
学
科

浅
田　

裕
美

（
私
立
高
崎
健
康
福
祉
大
学

 

高
崎
高
校
出
身
）

浅
野　

千
夏

 

（
都
立
大
泉
学
園
高
校
出
身
）

石
田
統
太
郎

 

（
埼
玉
県
立
飯
能
南
高
校
出
身
）

上
野　

知
宏

 

（
都
立
荻
窪
高
校
出
身
）

小
野　

和
美

（
さ
い
た
ま
市
立
大
宮
北
高
校
出
身
）

神
戸
義
太
郎

（
私
立
東
京
農
業
大
学

 

第
二
高
校
出
身
）

國
井　

智
行

 

（
栃
木
県
立
烏
山
高
校
出
身
）

清
水
の
ど
か

 

（
長
野
県
小
諸
高
校
出
身
）

町
野　

勇
太

 

（
埼
玉
県
立
児
玉
高
校
出
身
）

矢
口　

誠

 

（
栃
木
県
立
茂
木
高
校
出
身
）

経
済
学
科     

坂
井　

祐
介

 

（
都
立
小
平
西
高
校
出
身
）

三
浦　

貴
子

 （
新
潟
県
立
長
岡
向
陵
高
校
出
身
）

皆
川　

彩

 

（
私
立
常
磐
大
学
高
校
出
身
）

カ
ナ
ヌ
ラ
ッ
ク　

パ
リ
ン
ヤ
ー

K
A
N
A
N
U
R
A
K
 P
A
R
IN
Y
A

 

（
留
学
生
・
タ
イ
）

経
営
情
報
学
科

荒
井　

修
平

 

（
都
立
福
生
高
校
出
身
）

菊
地　

彩

 

（
山
形
県
立
鶴
岡
北
高
校
出
身
）

多
田　

勉

 

（
埼
玉
県
立
鷲
宮
高
校
出
身
）

ラ
ン 

ラ
イ

L
A
N
 L
E
I

 

（
留
学
生
・
中
国
）

文
化
情
報
学
科

内
田　

友
之

 

（
埼
玉
県
立
鳩
山
高
校
出
身
）

堤　

英
梨

 

（
都
立
南
平
高
校
出
身
）

枇
杷
木
陽
一

 

（
埼
玉
県
立
坂
戸
西
高
校
出
身
）

知
識
情
報
学
科

佐
々
木　

彩

 
（
埼
玉
県
立
杉
戸
高
校
出
身
）

関
根　

雅
俊

 （
埼
玉
県
立
春
日
部
東
高
校
出
身
）

堀
井　

悠
加

 （
栃
木
県
立
烏
山
女
子
高
校
出
身
）

比
較
文
化
学
科

塩
田
久
美
子

 

（
私
立
石
川
高
校
出
身
）

高
橋
真
理
子

 

（
都
立
田
柄
高
校
出
身
）

髙
森　

松
子

 

（
兵
庫
県
立
姫
路
東
高
校
出
身
）

心
理
学
科

薄
井　

浩
志

 

（
都
立
五
日
市
高
校
出
身
）

岸
田
美
知
子

 （
私
立
日
本
大
学
第
二
高
校
出
身
）

宮
田　

知
英

 

（
群
馬
県
立
前
橋
高
校
出
身
）

◆
特
別
賞

　

 

課
外
活
動
に
お
い
て
優
秀
な
成
果

を
収
め
た
学
生
へ
贈
ら
れ
る
特
別

賞
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

法
律
学
科

金
子　

直
人

 

（
私
立
千
葉
国
際
高
校
出
身
）

　
　

• 

行
政
書
士
試
験
合
格

三
瓶　

智
詞

 （
千
葉
県
立
松
戸
馬
橋
高
校
出
身
）

　
　

• 

行
政
書
士
試
験
合
格

永
山　

翼

 （
埼
玉
県
立
川
越
初
雁
高
校
出
身
）

　
　

• 

行
政
書
士
試
験
合
格

西
木　

香

 

（
埼
玉
県
立
飯
能
高
校
出
身
）

　
　

 

•
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー
部

総
合
副
主
将
、07
日
本
フ
ロ
ア

ボ
ー
ル
選
手
権
優
勝
、05
女
子

世
界
フ
ロ
ア
ボ
ー
ル
世
界
選
手

権
Ａ
Div.
８
位

湯
田　

克
也

 （
福
島
県
立
二
本
木
工
業
高
校
出
身
）

　
　

 

•
カ
ヌ
ー
部
、
学
生
選
手
権
チ

ー
ム
優
勝

吉
田　

彩
香

 

（
埼
玉
県
立
飯
能
高
校
出
身
）

　
　

 

•
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
主
将
、関
東

学
生
12
期
連
続
準
優
勝
、東
日
本

イ
ン
カ
レ
５
年
連
続
優
勝
、07
関

東
学
生
春
秋
ベ
ス
ト
イ
レ
ブ
ン

経
済
学
科

櫻
本　

由
華

 

（
栃
木
県
立
今
市
高
校
出
身
）

　
　

 

•
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
、
関
東
学

生
12
期
連
続
準
優
勝
、
東
日
本

イ
ン
カ
レ
５
年
連
続
優
勝
、
07

関
東
学
生
秋
ベ
ス
ト
イ
レ
ブ
ン
、

07
東
日
本
イ
ン
カ
レ
Ｍ
Ｖ
Ｐ

皆
川　

彩

 

（
私
立
常
磐
大
学
高
校
出
身
）

　
　

 

•
福
祉
施
設
、
身
体
障
害
女
性

支
援
、
障
害
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

経
営
情
報
学
科

岡
部　

浩
一

 （
埼
玉
県
立
狭
山
経
済
高
校
出
身
）

　
　

 

•
07
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク

実
施
運
営
ス
タ
ッ
フ
、
06
駿
輝

祭
実
行
委
員
会
広
報
部
長
な
ど

川
尻　

尚
吾

 

（
私
立
実
践
学
園
高
校
出
身
）

　

• 

行
政
書
士
試
験
合
格 

文
化
情
報
学
科

最
上　

恵
嘉

 

（
私
立
修
徳
高
校
出
身
）

　
　

 

•
剣
道
部
女
子
主
将
、
07
関
東

女
子
学
生
剣
道
優
勝
大
会（
団

体
）ベ
ス
ト
16
、07
全
日
本
女
子

学
生
剣
道
優
勝
大
会（
団
体
）２

回
戦
進
出

知
識
情
報
学
科

雨
木　

浩
子

 

（
新
潟
県
立
分
水
高
校
出
身
）

　
　

 

•
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
、関
東
学

生
12
期
連
続
準
優
勝
、東
日
本

イ
ン
カ
レ
５
年
連
続
優
勝
、
07

関
東
学
生
春
秋
ベ
ス
ト
イ
レ
ブ

ン
、06
関
東
学
生
秋
得
点
王
・
ベ

ス
ト
イ
レ
ブ
ン

名
古
屋　

実
伶

 

（
都
立
片
倉
高
校
出
身
）

　
　

 

•
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ
ー

部
、
07
日
本
フ
ロ
ア
ボ
ー
ル
リ

ー
グ
優
勝
、
07
日
本
フ
ロ
ア
ボ

ー
ル
選
手
権
優
勝
、
07
女
子
世

界
選
手
権
Ｂ
Div.
６
位

比
較
文
化
学
科

鈴
木　

達
仁

 

（
栃
木
県
立
黒
磯
南
高
校
出
身
）

　
　

 

•
ド
イ
ツ
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス

ト
参
加（
07
創
価
大
優
勝
、07
京

都
外
大
５
位
）、07
駿
河
台
大
学
ド

イ
ツ
語
暗
唱
大
会
実
行
委
員
長

シ
ュ
ウ　

セ
イ

Z
H
O
U

　

JIN
G

 

（
留
学
生
・
中
国
）

　
　

• 

06
留
学
生
交
流
会
会
長

心
理
学
科

大
嶋
亜
矢
子

 

（
栃
木
県
立
鹿
沼
東
高
校
出
身
）

　
　

 

•
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
、
関
東
学

生
12
期
連
続
準
優
勝
、
東
日
本

イ
ン
カ
レ
５
年
連
続
優
勝

●
入
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
貢
献
賞

　

 

学
生
参
加
に
よ
る
〈
入
間
〉
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
目
覚

し
い
活
躍
を
し
た
学
生
へ
贈
ら
れ

る
入
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
貢
献
賞
受

賞
者
は
次
の
と
お
り
。

法
律
学
科

大
江
山
元
識

 

（
私
立
保
善
高
校
出
身
）

國
井　

智
行

 

（
栃
木
県
立
烏
山
高
校
出
身
）

忠　

あ
ゆ
み

 

（
新
潟
県
立
中
条
高
校
出
身
）

濱
田　

藍

 （
埼
玉
県
立
大
宮
中
央
高
校
出
身
）

経
営
情
報
学
科

北
田　

知
穂

 （
埼
玉
県
立
所
沢
中
央
高
校
出
身
）

松
澤　

真
希

 

（
埼
玉
県
立
入
間
高
校
出
身
）

心
理
学
科

兼
島　

綾
野

 

（
沖
縄
県
立
コ
ザ
高
校
出
身
）

仲
真
ゆ
か
り

 

（
沖
縄
県
立
コ
ザ
高
校
出
身
）

平成19年度卒業者数

平
成
19
年
度

答
辞
・
総
代
・
各
賞
受
賞
者
一
覧
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教
育
振
興
資
金

寄
付
者
名
簿

（
１
月
末
日
現
在　

五
十
音
順　

敬

称
略
）

　

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実
の
た
め

の
募
金
に
対
し
ま
し
て
、
在
学
生
保

証
人
お
よ
び
卒
業
生
、
教
職
員
、
一

般
の
方
、
役
員
、
関
連
法
人
の
皆
様

よ
り
、
多
数
お
申
込
み
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。

（
１
月
末
日
現
在
で
個
人
２
６
５
名
、

法
人
23
社
）

　

１
月
末
日
現
在
で
本
学
よ
り
受
領

書
を
お
送
り
さ
せ
て
頂
い
た
方
の
う

ち
掲
載
の
ご
承
諾
を
頂
い
た
方
の
ご

芳
名
を
掲
載
致
し
ま
す
。
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※
現
在
総
額
３
千
４
６
０
万
４
５
５
８
円

○
在
学
生
保
証
人

阿
波
根　

保 

飯
田　

重
光

五
十
嵐　

仁 

井
口　

成
人

石
黒　

誠 

石
本　

寿
雄

伊
藤　

栄
子 

上
杉　

宴
弘

大
澤　

夏
樹 

大
嶋　

常
治

大
野　

喜
平 

大
矢　

重
良

大
類　

博
史 

小
倉　

利
和

長
内　

裕
美
子 

 

見　

和
男

嘉
手
納　

知
洋 

加
藤　

正
富

金
丸　

六
雄 

鎌
田　

和
男

川
本　

英
雄 

菊
池　

正
博

久
下　

利
光 

工
藤　

敏
夫

久
保
木　

良
子 

熊
谷　

正
男

倉
科　

文
義 

小
泉　

光
幸

越
田　

直
久 

坂
田　

和
義

坂
本　

武
史 

坂
本　

貞
雄

櫻
井　

薫 

渋
谷　

隆
一

清
水　

信
弘 

清
水　

育
夫

千
代　

有
子 

大
工
原　

巧

髙
橋　

譲
治 

高
橋　

義
幸

高
橋　

史
郎 

髙
見
澤　

充

瀧
島　

進 

竹
内　

孝
夫

田
所　

宏
敏 

田
中　

一
幸

田
村　

久
夫 

田
村　

一

塚
原　

正
道 

土
屋　

正
勝

恒
岡　

ま
さ
き 
友
松　

章

新
津　

重
幸 
野
口　

邦
雄

野
里　

和
廣 

橋
本　

晃
代

馬
場　

盛
一 

林　

妙
子

波
立　

伸
一 

久
枝　

久
美
子

平
田　

尚
利 

枇
杷
木　

賢
生

藤
肥　

良
清 

藤
原　

治
幸

堀
井　

茂
行 

増
田　

安
彦

松
尾　

良
夫 

松
本　

義
雄

眞
鍋　

一 

三
浦　

信
行

美
宅　

利
広 

三
ツ
木　

勝
彦

三
宅　

正
克 

茂
木　

誠

本
橋　

信
一 

本
橋　

憲
一
郎

守
重　

富
長 

八
重
樫　

和
裕

矢
沼　

正
夫 

山
端　

誠
一
郎

吉
池　

弘
美 

吉
住　

実

吉
田　

健 

渡
辺　

睦

○
卒
業
生

秋
元　

俊
二 

新
井　

晶
己

伊
菅　

憲
彦 

市
川　

敦
士

市
川　

紀
子 

市
原　

陽
介

圓
城
寺　

剛 

大
久
保　

良
治

大
島　

数
弘 

大
平　

一
貴

大
塚　

博
文 

大
野　

伸
作

大
森　

英
世 

奥
原　

晶
子

長
内　

優
樹 

小
野　

若
菜

小
俣　

篤
史 

川
浪　

圭
介

川
原
口　

和
重 

北
島　

健
太
郎

窪
田　

絵
理
子 

小
林　

靖
幸

小
山　

順
之 

坂
本　

將

椎
名　

弘
隆 

霜
田　

崇

鈴
木　

健
文 

中
澤　

賢
亮

中
島　

俊
夫 

長
嶋　

亮
吉

野
澤　

由
美
香 

原
田　

真

廣
瀬　

尚 

蒔
田　

覚

町
田　

俊
久 

松
岡　

祐
介

松
山　

法
友 

本
橋　

憲
子

谷
口　

雄
也 

安
原　

弘
二

吉
崎　

敏
広 

吉
村　

勇
毅

○
一
般

城
戸　

き
よ
子 

佐
藤　

修
二

○
教
職
員
・
名
誉
教
授

荒
井　

茂
樹 

市
川　

紀
子

伊
藤　

剛 

井
上　

勝
也

井
上　

久
士 

岩
井　

俊

大
久
保　

博
樹 

大
貫　

秀
明

加
藤　

修
子 

加
藤　

紘
捷

北
原　

仁 

金　

容
媛

久
我　

晃
広 

熊
田　

俊
郎

斎
藤　

丈
洋 

庄
子　

良
男

高
橋　

克
典 

滝
沢　

稔

竹
中　

彌
生 

戸
田　

光
昭

内
藤　

嘉
昭 

西
川　

敏
之

早
川　

泰
文 

原　

聰

樋
口　

透 

久
持　

英
司

土
方　

幹
夫 

広
瀬　

順
晧

M
.A
.F
oulds 

伏
谷　

良
昭

増
田　

一
樹 

松
尾　

千
枝

P
.F
.M
cC
arthy 

水
尾　

順
一

村
上　

佳
弥 

門
馬　

幸
夫

谷
萩　

行
長 

鎗
田　

英
三

○
役
員

池
之
上　

忠
教 

成
田　

憲
彦

日
野　

正
晴 

山
畔　

清
明

山
﨑　

善
久 

吉
田　

邦
久

○
関
連
企
業
（
順
不
同
）

雨
間
造
園
土
木
㈱ 

㈱
栄
美
通
信

㈱
紀
伊
國
屋
書
店 

廣
告
社
株
式
会
社

埼
玉
東
京
冷
機
㈱ 

㈱
さ
ん
ぽ
う

清
水
建
設
㈱ 

駿
台
文
庫
㈱

㈱
西
武
総
合
企
画 

西
武
ハ
イ
ヤ
ー
㈱

㈱
大
學
通
信 

東
京
冷
機
工
業
㈱

東
上
ガ
ス
㈱ 

㈱
図
書
出
版

㈲
ナ
ク
ト 

㈱
日
本
ド
リ
コ
ム

ハ
ー
ト
㈱
大
宮
支
店　

㈱
早
野
組

㈱
武
城 

㈱
文
協

㈱
ヤ
マ
ザ
キ
産
業

㈱
ユ
ー
シ
ン
広
告
社

㈱
リ
ン
ゴ
ス
タ
ッ
フ 

飯
能
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱

飯
能
ニ
ッ
サ
ン
自
動
車
㈲

丸
石
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス
㈱

㈱
明
治
総
合
警
備
シ
ス
テ
ム

旭
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
産
業
㈱

エ
ス
エ
イ
テ
ィ
ー
テ
ィ
ー
㈱

㈲
セ
キ
テ
ッ
ク
エ
ン
ジ

日
本
通
運
㈱
秋
葉
原
支
店

長
谷
川
体
育
施
設
㈱
関
東
支
店

駿
河
台

駿
河
台

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

平
成
19
年
度
退
任
教
員
一
覧

法
学
部

加
藤　

紘
捷

教
授

芦
野　

訓
和

准
教
授

松
田　

浩

准
教
授

経
済
学
部

古
川　

哲
夫

教
授

文
化
情
報
学
部

鳥
居　

壮
行

教
授

内
藤　

嘉
昭

教
授

中
川　

徹

教
授

保
坂　

裕
興

教
授

栗
原　

優

准
教
授

現
代
文
化
学
部

Ｒ
・
Ｆ
ｉ
ｎ
ｃ
ｈ

教
授

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

本
学
第
２
代
学
長

飯
野
利
夫
名
誉
教
授
ご
逝
去

　

本
学
第
２
代
学
長
の
飯い

い

野の

利と
し

夫お

先
生
が
、

去
る
８
月
８
日（
水
）、
前
立
腺
が
ん
の
た

め
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
87
歳
。

　

飯
野
先
生
は
東
京
商
科
大
学
卒
業
後
、

一
橋
大
学
教
授
、
中
央
大
学
教
授
を
経

て
、
１
９
９
０
年
の
本
学
経
済
学
部
開
設

時
よ
り
本
学
教
授
に
就
任
、
同
時
期
よ
り
副
学
長
も
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
翌

１
９
９
１
年
に
は
第
２
代
学
長
に
選
出
さ
れ
、
１
９
９
４
年
の
退
任
ま
で
、

開
設
後
間
も
な
い
経
済
学
部
を
軌
道
に
乗
せ
る
な
ど
、
本
学
発
展
に
多
大
な

る
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
忙
な
学
長
職
の
か
た
わ
ら
、
会
計
学
の
講
義
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で

熱
心
な
授
業
を
続
け
ら
れ
、
学
生
か
ら
は
親
し
み
や
す
い
学
長
と
し
て
慕
わ

れ
ま
し
た
。

　

会
計
学
界
を
代
表
す
る
碩
学
と
し
て
の
貢
献
に
加
え
、
大
蔵
省
企
業
会
計

審
議
会
会
長
、
日
本
会
計
研
究
学
会
会
長
、
日
本
監
査
研
究
学
会
会
長
な
ど

の
要
職
も
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
駿
河
台
大
学
名
誉
教
授
、
一
橋
大
学
名
誉
教

授
、
中
央
大
学
名
誉
教
授
。

 

『
駿
河
台
大
学
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
』
第
１
２
０
号

 

（
２
０
０
７
年
10
月
19
日
発
行
）
よ
り

森
垣　

淑
名
誉
教
授
ご
逝
去

　

去
る
10
月
14
日（
日
）、
本
学
名
誉
教
授

の
森も

り

垣が
き

淑す
な
お

先
生
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
82
歳
。

　

森
垣
先
生
は
東
京
大
学
大
学
院
（
経
済

学
専
攻
）
修
了
後
、
拓
殖
大
学
教
授
、
同

政
経
学
部
長
、
同
副
学
長
を
努
め
ら
れ
、

１
９
８
７
年
本
学
開
学
時
か
ら
は
本
学
法
学
部
教
授
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
原
論
、
経
済
政
策
、
金
融
論
等
を
担
当
さ
れ
た
ほ
か
、
１
９
９
８
年
の

退
職
ま
で
学
生
部
長
、
教
務
部
長
、
図
書
館
長
等
の
要
職
を
歴
任
、
本
学
に

極
め
て
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

森
垣
先
生
の
学
問
的
業
績
は
言
を
俟
た
な
い
で
す
が
、
加
え
て
、
先
生
は

卓
越
し
た
教
育
者
で
あ
り
、
学
生
に
対
し
て
常
に
懇
切
丁
寧
に
指
導
に
当

た
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
僚
教
員
や
職
員
に
も
非
常
に
親
し
く
接
せ
ら
れ
、

そ
の
豪
放
磊
落
な
人
柄
か
ら
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
残
さ
れ

ま
し
た
。
駿
河
台
大
学
名
誉
教
授
、
拓
殖
大
学
名
誉
教
授
。

 

『
駿
河
台
大
学
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
』
第
１
２
１
号

 

（
２
０
０
７
年
12
月
７
日
発
行
）
よ
り

　

カ
ヌ
ー
部
矢
澤
一
輝
君　

日
本
代
表
に
決
定

　

去
る
10
月
28
日（
日
）、
愛
知
県
豊
田
市
の
矢
作
川
カ
ヌ
ー

ス
ラ
ロ
ー
ム
コ
ー
ス
に
て
、
平
成
19
年
度
日
本
カ
ヌ
ー
ス
ラ

ロ
ー
ム
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
、
カ
ヌ
ー
部
の
矢や

澤ざ
わ

一か
ず

輝き

君
（
文
化
情
報
学
部
１
年 

私
立
東
野
高
校
出
身
）
が
、
男

子
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル
２
位
（
準
優
勝
）
と
大
健
闘
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
矢
澤
君
は
２
０
０
８
年
度
男
子
カ
ヤ
ッ
ク

シ
ン
グ
ル
日
本
代
表
３
名
に
入
り
、
５
月
に
タ
イ
で
開
催
さ

れ
る
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
最
終
予
選
（
ア
ジ
ア
カ
ヌ
ー
ス
ラ

ロ
ー
ム
選
手
権
大
会
）
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

カ
ー
リ
ン
グ
清
水
徹
郎
君

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
強
化
指
定
選
手
に
決
定　

　

カ
ー
リ
ン
グ
の
清し

水み
ず

徹て
つ

郎ろ
う

君
（
経
済
学
部
２
年 

長
野
県

軽
井
沢
高
校
出
身
）
が
、
７
月
、（
財
）日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

協
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
よ
り
２
０
１
０
年
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
目
指
す
「
平
成
19
年
度
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
強
化
指
定

選
手
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

箱
根
駅
伝
予
選
会 

陸
上
競
技
部
着
実
に
前
進

　

第
84
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
大
会
の
予
選
会

が
10
月
20
日（
土
）に
立
川
市
の
昭
和
記
念
公
園
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
本
学
陸
上
競
技
部
か
ら
は
12
名
が
出
場
し
、
全
員
が

完
走
を
果
た
し
ま
し
た
。
大
学
ト
ー
タ
ル
の
成
績
で
は
昨
年

よ
り
順
位
を
ひ
と
つ
上
げ
26
位
、
昨
年
よ
り
７
分
34
秒
速
い

11
時
間
16
分
37
秒
を
記
録
し
、
チ
ー
ム
全
体
と
し
て
の
底
上

げ
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
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平
成
20
年
度
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
の
ご
案
内

今
年
度
も
明
治
記
念
館
に
て
開
催
決
定

　

同
窓
会
事
務
局
で
は
、
同
窓
生
の
皆
様
が
集
う
場
と
し

て
、
年
に
２
回
懇
親
会
等
を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
は
、
５
月
17
日（
土
）に
明
治
記
念
館
に
て

同
窓
会
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
駿
輝
祭
開
催

に
併
せ
て
、
10
月
25
日（
土
）に
は
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

を
企
画
し
て

お
り
ま
す
。

　

総
会
で
は
、

平
成
19
年
度

の
決
算
報
告
、

平
成
20
年
度

予
算
及
び
事

業
計
画
等
を

審
議
し
、
総

会
終
了
後
に

懇
親
会
を
予

定
し
て
お
り

ま
す
。

●同窓会総会・懇親会のご案内
開催日：平成20年５月17日（土）
場　所：明治記念館

　　　　総会　　２Ｆ　丹頂の間

　　　　懇親会　２Ｆ　鳳凰の間

　　　　〒107－8507

　　　　東京都港区元赤坂２－２－23

　　　　TEL03－3403－1171（代表）

ＵＲＬ　
http://www.meijikinenkan.gr.jp

時　間：総会　　15時30分～

　　　　懇親会　16時30分～

会　費：１人1,000円

　　　　（総会のみ出席の方は無料です）

アクセス：ＪＲ（中央・総武線）信濃町駅徒歩３分、

　　　　　地下鉄（銀座線・半蔵門線・大江戸線）

　　　　　青山１丁目駅２番出口徒歩６分、

　　　　　 地下鉄（大江戸線）国立競技場駅Ａ1出

口徒歩６分

●ホームカミングデーのご案内
　今年度のホームカミングデーは、10月25日（土）

の駿輝祭開催時に、飯能キャンパスにて開催いた

します。同窓会主催の講演会や会員の皆様をご招

待して懇親会も企画しております。皆様お誘い合

わせの上、ふるってご参加ください。

※ 詳細は10月１日発行の同窓会報または同窓会ホ

ームページにてご案内いたします。

　

会
員
の
皆

様
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
ご
質

問
や
ご
意
見

を
会
の
運
営

に
反
映
さ
せ

て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す

の
で
、
今
年

の
総
会
・
懇

親
会
も
、
一

人
で
も
多
く

の
会
員
の
皆

様
に
ご
出
席
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

ご
出
席
い
た
だ
け
る
場
合
は
、
会
場
準
備
等
の
都
合
上
、

同
封
の
は
が
き
を
同
窓
会
事
務
局
ま
で
ご
返
送
く
だ
さ
い

（
５
月
10
日（
土
）締
切
）。
ご
都
合
に
合
わ
せ
て
、
総
会
ま

た
は
懇
親
会
の
い
ず
れ
か
の
ご
出
席
も
可
能
で
す
。

 

（
同
窓
会
事
務
局
）

平成19年度総会

平成19年度懇親会

卒
業
生
か
ら
の

　

法
学
部
法
律
学
科
３
期
生
の
松
丸
と
申
し
ま
す
。
い
つ
も
同

窓
会
報
を
楽
し
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
第
13
号
の
中
で
「
オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
復

活
！
」
の
記
事
を
拝
見
し
ま
し
た
が
、
私
は
第
１
回
目
の
と
き

に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
、
懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し

た
。

　

歩
い
た
と
き
の
感
想
で
す
が
、
電
車
や
車
の
有
難
さ
は
言
う

ま
で
も
な
く
、「
電
車
賃
て
、
何
て
安
い
ん
だ
！
」
と
思
い
ま

し
た
。
実
行
委
員
の
皆
様
は
、
特
に
イ
ベ
ン
ト
を
復
活
さ
せ
る

努
力
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
感
動
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
を
成
功
に
終
わ
ら
せ
た
と
い
う
の
は
生
涯
の
記
念
に

残
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
し
、
参
加
者
に
感
動
を
与
え
た
と
い

う
の
は
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

私
は
所
沢
航
空
記
念
公
園
の
あ
た
り
が
き
つ
か
っ
た
で
す

ね
。
夜
通
し
歩
い
て
、
朝
に
な
っ
て
疲
れ
も
ピ
ー
ク
に
達
す
る

頃
で
す
。
通
り
道
に
あ
っ
た
「
吉
野
家
」
で
朝
食
に
温
か
い
牛

丼
を
食
べ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
入
間
あ
た
り
で
小
休
止

を
し
た
時
、
厳
し
い
状
況
が
待
っ
て
い
ま
し
た
。
小
休
止
の
あ

と
、
脚
が
棒
に
な
っ
て
立
て
ま
せ
ん
。
立
ち
上
が
っ
て
も
膝
が

曲
が
ら
な
く
て
、
歩
く
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
大
学

の
校
舎
が
見
え
た
時
の
感
動
は
今
で
も
忘
れ
ま
せ
ん
し
、
良
い

思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
学
生
（
や
若
い
人
）
は
、
や
る
気
に
欠
け
る
と
い
う

よ
う
な
こ
と
も
聞
き
ま
す
。「
燃
え
る
も
の
が
な
い
」
の
で
し

ょ
う
ね
。「
燃
え
る
も
の
」
は
自
分
で
見
つ
け
る
も
の
だ
し
、

と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み
る
こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
歩
い
た
っ
て
何
も
変
わ
ら
な
い
」「
歩
い
て
も
何
も
楽
し
く

な
い
」
と
思
っ
て
い
る
う
ち
は
、何
の
感
動
も
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
同
じ
仲
間
が
や
っ
て
い
る
か
ら
参
加
し
て
み
よ
う
」
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
、
何
か
の
発
見
が
生
ま
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
親
や
学
校
か
ら
与
え
ら
れ
て
き
た
生
活
と
違
い
、
大

学
は
自
分
か
ら
何
か
を
発
見
し
て
い
く
生
活
に
切
り
替
え
る
時

期
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
何
か
を
発
見
し
て
い
く
好
奇

心
が
、
社
会
に
出
て

か
ら
で
も
、
働
き
甲

斐
・
生
き
が
い
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
心
理
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
勉
強
も
し

て
い
ま
す
が
、「
行

動
療
法
」
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。「
元

気
が
な
い
か
ら
声
が

出
な
い
」
の
で
あ
れ

ば
、「
声
を
出
す
」

こ
と
が
元
気
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
「
興
味
が
な
い
か
ら
や
ら
な
い
」
の
で
は
な
く
、「
や
っ
て
み

た
ら
興
味
が
出
て
き
た
」
と
い
う
こ
と
は
世
の
中
に
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

　

オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
の
方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ

に
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
感
じ
取
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

大
学
で
は
い
ろ
い
ろ
な
学
び
の
場
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
素

敵
な
イ
ベ
ン
ト
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
復
活
成
功
の
感
動

を
、
次
期
の
学
生
に
伝
え
て
い
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

第１回オーバーナイトウォーク

声松
丸　

淳
さ
ん

　

平
成
５
年
３
月
駿
河
台
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業
。

駿
河
台
大
学
在
学
中
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
所
属
。
平

成
５
年
、
大
和
冷
機
工
業
株
式
会
社
に
入
社
し
、
平
成

９
年
よ
り
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
大
和
冷
機
労
働
組
合
に
。

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
Ｄ
Ｃ
プ
ラ
ン
ナ
ー

（
企
業
年
金
総
合
プ
ラ
ン
ナ
ー
）、
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

他
の
資
格
を
取
得
し
、個
人
的
な
相
談
の
他
、セ
ミ
ナ
ー
・

研
修
会
の
講
師
も
務
め
る
。

同
窓
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

会
員
の
皆
様
の
現
住
所
宛
に
、
年
に
２
回
（
４
月
・
10
月
）
同
窓
会
報
を
お
送
り
し
て
お
り
ま
す
が
、
在
学
中
に
ひ

と
り
暮
ら
し
を
し
て
い
た
方
や
、
転
勤
等
で
卒
業
後
の
ご
住
所
が
変
更
に
な
っ
て
い
る
方
は
、
住
所
変
更
の
手
続
き
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
住
所
変
更
は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

駿
河
台
大
学
同
窓
会
事
務
局
（
学
生
課
内
）
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http://w
w
w
.surugadai.ac.jp/dousou/index.htm

l.

住
所
変
更
の
お
願
い


